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取手市男女共同参画推進条例改正（案）
■改正の背景と概要

取手市男女共同参画推進条例は，男女共同参画の推進に関する基本理念を定めた条例です。平成17年１月に施行されて以来，約16

年間改正されずに現在に至っています。この間，社会は変化し続け，この条例に関連する主なものとしては，次のような動きが見ら

れます。

・性的マイノリティの人権尊重意識の高まりなど新たな価値観の創出

・絶えない性暴力やDV等の被害，セクシュアル・ハラスメント以外の様々なハラスメントの顕在化

・働き方改革関連法，女性活躍推進法などの新たな社会制度の制定

このような社会情勢の変革の中，従来の男女間の性差に基づく社会的格差の是正だけでなく，男女共同参画の概念に性的マイノリテ

ィも含めた全ての人の人権を尊重することを加えるとともに，用語の整理・見直しを行うため，所要の改正を行うものです。

■改正案・新旧対照表とその解説

改正案 現行条例 解説

目次 目次

前文 前文

第1章 総則(第1条～第8条) 第1章 総則(第1条～第8条)

第2章 男女共同参画の推進に関する基

本的施策等(第9条～第20条)

第2章 男女共同参画の推進に関する基

本的施策等(第9条～第20条)

第3章 取手市男女共同参画審議会(第21

条～第23条)

第3章 取手市男女共同参画審議会(第21

条～第23条)

市民意見公募
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第4章 雑則(第24条) 第4章 雑則(第24条)

付則 付則

日本国憲法は，個人の尊重と法の下の平

等を定め，性別によって差別をしてはなら

ないことをうたっている。これを踏まえ，

取手市は，男女が互いの人権を尊重し，認

め合い，互いに協力し合う男女共同参画社

会の実現に向けた基本計画を県内でもい

ち早く策定し，施策の推進に向けて様々な

取組を行ってきた。特に，子育て支援につ

いての取組は早くから推進してきたが，多

様な生き方が可能になる社会の達成には，

依然として解決すべき多くの課題が残さ

れている。

日本国憲法は，個人の尊重と法の下の平

等を定め，性別によって差別をしてはなら

ないことをうたっている。これを踏まえ，

取手市は，男女が互いの人権を尊重し，認

め合い，互いに協力し合う男女共同参画社

会の実現に向けた基本計画を県内でもい

ち早く策定し，施策の推進に向けて様々な

取組を行ってきた。特に，子育て支援につ

いての取組は早くから推進してきたが，多

様な生き方が可能になる社会の達成には，

依然として解決すべき多くの課題が残さ

れている。

取手市は，首都圏近郊都市として，世帯

数の増加傾向も見られるが，特に，核家族

の割合が高いという特徴もあり，出産や子

育てを期に仕事を断念する女性も少なく

ない。また，男性の遠距離通勤，長時間労

働等によって，家事，育児，介護等の家庭

生活への参画が充分にはできていない。性

別による固定的な役割分担意識やそれに

基づく社会的慣行も根強く残っており，真

の男女共同参画社会の実現には，なお一層

の努力が求められる。

取手市は，首都圏近郊都市として，世帯

数の増加傾向も見られるが，特に，核家族

の割合が高いという特徴もあり，出産や子

育てを期に仕事を断念する女性も少なく

ない。また，男性の遠距離通勤，長時間労

働等によって，家事，育児，介護等の家庭

生活への参画が充分にはできていない。性

別による固定的な役割分担意識やそれに

基づく社会的慣行も根強く残っており，真

の男女共同参画社会の実現には，なお一層

の努力が求められる。

今後，少子高齢化，国際化，情報社会の 今後，少子高齢化，国際化，情報社会の 【変更】「性別等にかかわらず，全ての人

が」平等に取り扱われるようにするため，
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急速な進展により家庭，地域，社会が大き

く変化していく中で，全ての市民が安心し

て暮らし，そして，取手市の地域の特性を

生かした男女共同参画社会の実現に向け，

全ての人が平等で生き生きと暮らすこと

ができる活力ある取手を築くことを目指

し，市，市民及び事業者が一体となった取

組を推進するため，この条例を制定する。

急速な進展により家庭，地域，社会が大き

く変化していく中で，すべての市民が安心

して暮らし，そして，取手市の地域の特性

を生かした男女共同参画社会の実現に向

け，男性も女性も平等で生き生きと暮らせ

ることができる活力ある取手を築くこと

を目指し，市，市民及び事業者が一体とな

った取組を推進するため，この条例を制定

する。

文言の整理をする。

第1章 総則 第1章 総則

(目的) (目的)

第1条 この条例は，男女共同参画の推進

に関する基本理念を定め，市，市民及び

事業者の責務を明らかにするとともに，

市の施策の基本となる事項を定めること

により，男女共同参画の推進に関する施

策を総合的かつ計画的に推進し，もって

男女共同参画社会を実現することを目的

とする。

第1条 この条例は，男女共同参画の推進

に関する基本理念を定め，市，市民及び

事業者の責務を明らかにするとともに，

市の施策の基本となる事項を定めること

により，男女共同参画の推進に関する施

策を総合的かつ計画的に推進し，もって

男女共同参画社会を実現することを目的

とする。

(定義) (定義)

第2条 この条例において，次の各号に掲

げる用語の意義は，当該各号に定めると

ころによる。

第2条 この条例において，次の各号に掲

げる用語の意義は，当該各号に定めると

ころによる。

(1) 男女共同参画 男女が，社会の対等

な構成員として，自らの意思によって

社会のあらゆる分野における活動に参

(1) 男女共同参画 男女が，社会の対等

な構成員として，自らの意思によって

社会のあらゆる分野における活動に参
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画する機会が確保され，もって男女が

均等に政治的，経済的，社会的及び文

化的利益を享受することができ，かつ，

共に責任を担うことをいう。

画する機会が確保され，もって男女が

均等に政治的，経済的，社会的及び文

化的利益を享受することができ，かつ，

共に責任を担うことをいう。

(2) 積極的改善措置 前号に規定する

機会に係る男女間の格差を改善するた

め，必要な範囲内において，男女のい

ずれか一方に対し，当該機会を積極的

に提供することをいう。

(2) 積極的改善措置 前号に規定する

機会に係る男女間の格差を改善するた

め，必要な範囲内において，男女のい

ずれか一方に対し，当該機会を積極的

に提供することをいう。

(3) 性別 生物学的な性別及び社会的

又は文化的に形成された性別をいう。

【新規】生物学的な性別に加え，社会的に

形成されたジェンダーが存在することを示

すため，新たに「性別」について定義する。

・社会的性別とは

…社会によって作り上げられた「男性

像・男らしさ」「女性像・女らしさ」

のこと。

・改正案の「性別」の規定箇所

…前文（２か所），第３条第１項・第２

項，第８条

(4) 性別等 性別，性自認（自己の性

別についての認識をいう。）及び性的

指向（自己の恋愛又は性愛の対象とな

る性別についての指向をいう。）をい

う。

【新規】第３号で新たに規定した「性別」

に，性的マイノリティに関する定義を含め

「性別等」として定義を新設する。

・改正案の「性別等」の規定箇所

…第７条第１項・第３項，第８条

(5) ドメスティック・バイオレンス 配

偶者，交際相手等の親密な関係にある

者又はあった者に対する身体的，性的，

(3) ドメスティック・バイオレンス 配

偶者等に対する身体的，性的，心理的，

社会的又は経済的暴力をいう。

【変更】ドメスティック・バイオレンスの

対象が配偶者や内縁者に限らず恋人等にも

拡大していることから改正する。
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心理的，社会的又は経済的暴力をいう。

(6) セクシュアル・ハラスメント 性的

な言動により相手方の生活環境を害

し，又は性的な言動に対する相手方の

対応に起因して当該相手方に不利益を

与えることをいう。

(4) セクシュアル・ハラスメント 性的

な言動により相手方の生活環境を害

し，又は性的な言動に対する相手方の

対応に起因して当該相手方に不利益を

与えることをいう。

(7) 事業者 市内において事業を行う

個人及び法人その他の団体をいう。

(5) 事業者 市内において事業を行う

個人及び法人その他の団体をいう。

(基本理念) (基本理念)

第3条 男女共同参画の推進は，男女の個

人としての尊厳が重んぜられること，男

女が性別による差別的取扱いを受けない

こと，男女が個人としての能力を発揮す

る機会が確保されることその他の男女の

人権が尊重されるよう行われなければな

らない。

第3条 男女共同参画の推進は，男女の個

人としての尊厳が重んぜられること，男

女が性別による差別的取扱いを受けない

こと，男女が個人としての能力を発揮す

る機会が確保されることその他の男女の

人権が尊重されるよう行われなければな

らない。

2 男女共同参画の推進は，社会における

制度又は慣行が，男女の社会における活

動に対して及ぼす影響について，できる

限り配慮し，男女が性別による固定的な

役割分担にとらわれることなく多様な生

き方を選択することができるよう配慮さ

れなければならない。

2 男女共同参画の推進は，社会における

制度又は慣行が，男女の社会における活

動に対して及ぼす影響について，できる

限り配慮し，男女が性別による固定的な

役割分担にとらわれることなく多様な生

き方を選択することができるよう配慮さ

れなければならない。

3 男女共同参画の推進は，男女が，社会

の対等な構成員として，市の政策又は事

業者における方針の立案及び決定に共同

3 男女共同参画の推進は，男女が，社会

の対等な構成員として，市の政策又は事

業者における方針の立案及び決定に共同
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して参画する機会が確保されるよう行わ

なければならない。

して参画する機会が確保されるよう行わ

なければならない。

4 男女共同参画の推進は，家族を構成す

る男女が，相互の協力と社会の支援の下

に，子の養育，家族の介護その他の家庭

生活における活動についてその役割を円

滑に果たし，かつ，当該家庭生活以外の

活動を行うことができるよう配慮しなけ

ればならない。

4 男女共同参画の推進は，家族を構成す

る男女が，相互の協力と社会の支援の下

に，子の養育，家族の介護その他の家庭

生活における活動についてその役割を円

滑に果たし，かつ，当該家庭生活以外の

活動を行うことができるよう配慮しなけ

ればならない。

5 男女共同参画の推進は，国際的な理解

及び協力の下に行われなければならな

い。

5 男女共同参画の推進は，国際的な理解

及び協力の下に行われなければならな

い。

(市の責務) (市の責務)

第4条 市は，男女共同参画の推進を主要

な施策と位置付け，前条に定める基本理

念(以下「基本理念」という。)にのっと

り，男女共同参画の推進に関する施策(積

極的改善措置を含む。以下同じ。)を総合

的に策定し，及び実施しなければならな

い。

第4条 市は，男女共同参画の推進を主要

な施策と位置付け，前条に定める基本理

念(以下「基本理念」という。)にのっと

り，男女共同参画の推進に関する施策(積

極的改善措置を含む。以下同じ。)を総合

的に策定し，及び実施しなければならな

い。

2 市は，男女共同参画の推進に当たって

は，国，他の地方公共団体，市民及び事

業者と連携を図りつつ協力して取り組む

ものとする。

2 市は，男女共同参画の推進に当たって

は，国，他の地方公共団体，市民及び事

業者と連携を図りつつ協力して取り組む

ものとする。

(市民の責務) (市民の責務)

第5条 市民は，基本理念にのっとり，家 第5条 市民は，基本理念にのっとり，家
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庭，職場，学校，地域その他の社会のあ

らゆる分野において，自ら積極的に参画

するとともに，市が実施する男女共同参

画の推進に関する施策に協力するよう努

めなければならない。

庭，職場，学校，地域その他の社会のあ

らゆる分野において，自ら積極的に参画

するとともに，市が実施する男女共同参

画の推進に関する施策に協力するよう努

めなければならない。

(事業者の責務) (事業者の責務)

第6条 事業者は，基本理念にのっとり，

その事業活動に関し，男女が共同して参

画することができる機会の確保及び体制

の整備に積極的に努めるとともに，市が

実施する男女共同参画の推進に関する施

策に協力するよう努めなければならな

い。

第6条 事業者は，基本理念にのっとり，

その事業活動に関し，男女が共同して参

画することができる機会の確保及び体制

の整備に積極的に努めるとともに，市が

実施する男女共同参画の推進に関する施

策に協力するよう努めなければならな

い。

(性別等による権利侵害の禁止) (性別による権利侵害の禁止)

第7条 何人も，性別等を理由とする差別

的取扱い及び人権の侵害を行ってはなら

ない。

第7条 何人も，性別を理由とする差別的

取扱い及び人権の侵害を行ってはならな

い。

【変更】性別等（性別，性自認及び性的指

向）による差別を禁止するため，改正する。

2 何人も，個人の尊厳を踏みにじるドメ

スティック・バイオレンスを行ってはな

らない。

2 何人も，個人の尊厳を踏みにじるドメ

スティック・バイオレンスを行ってはな

らない。

3 何人も，あらゆる場において，セクシ

ュアル・ハラスメントその他の性別等に

係るハラスメントを行ってはならない。

3 何人も，あらゆる場において，セクシ

ュアル・ハラスメントを行ってはならな

い。

【変更】性別等に係るハラスメントは，セ

クシュアル・ハラスメント以外にもマタニ

ティ・ハラスメントなどの新たな概念が生

じていることから，「その他の性別等に係

るハラスメント」を加える。

(公衆に表示する情報に関する留意) (公衆に表示する情報に関する留意)

第8条 何人も，公衆に表示する情報にお 第8条 何人も，公衆に表示する情報にお 【変更】性的マイノリティを含む性別等を
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いて，性別による固定的な役割分担，セ

クシュアル・ハラスメント等性別等を理

由とする偏見及び差別を助長し，又は連

想させる表現及び過度の性的な表現を行

わないよう努めなければならない。

いて，性別による固定的な役割分担及び

セクシュアル・ハラスメント等を助長し，

又は連想させる表現及び過度の性的な表

現を行わないよう努めなければならな

い。

理由とした偏見や差別の助長等につながる

表現を行わないように追加する。

第2章 男女共同参画の推進に関す

る基本的施策等

第2章 男女共同参画の推進に関す

る基本的施策等

(男女共同参画計画) (男女共同参画計画)

第9条 市長は，男女共同参画の推進に関

する施策を総合的かつ計画的に推進する

ため，男女共同参画の推進に関する基本

的な計画(以下「男女共同参画計画」とい

う。)を策定しなければならない。

第9条 市長は，男女共同参画の推進に関

する施策を総合的かつ計画的に推進する

ため，男女共同参画の推進に関する基本

的な計画(以下「男女共同参画計画」とい

う。)を策定しなければならない。

2 市長は，男女共同参画計画の策定をし

ようとするときは，取手市男女共同参画

審議会の意見を聴くとともに，市民及び

事業者の意見を反映するように努めなけ

ればならない。

2 市長は，男女共同参画計画の策定をし

ようとするときは，取手市男女共同参画

審議会の意見を聴くとともに，市民及び

事業者の意見を反映するように努めなけ

ればならない。

3 市長は，男女共同参画計画を策定した

ときは，これを公表しなければならない。

3 市長は，男女共同参画計画を策定した

ときは，これを公表しなければならない。

4 前2項の規定は，男女共同参画計画を変

更する場合について準用する。

4 前2項の規定は，男女共同参画計画を変

更する場合について準用する。

(施策の策定等に当たっての配慮) (施策の策定等に当たっての配慮)

第10条 市は，男女共同参画の推進に影響

を及ぼすと認められる施策を策定し，及

び実施するに当たっては，男女共同参画

第10条 市は，男女共同参画の推進に影響

を及ぼすと認められる施策を策定し，及

び実施するに当たっては，男女共同参画
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の推進に配慮するものとする。 の推進に配慮するものとする。

(教育における男女共同参画の推進) (教育における男女共同参画の推進)

第11条 市は，学校教育及び社会教育にお

いて，男女共同参画の推進に努めるもの

とする。

第11条 市は，学校教育及び社会教育にお

いて，男女共同参画の推進に努めるもの

とする。

(生涯にわたる健康への配慮) (生涯にわたる健康への配慮)

第12条 男女が互いの性を理解し尊重す

るとともに，妊娠，出産について相互の

意思が尊重されること及び生涯を通じた

男女の健康に配慮されるよう，市は，教

育と啓発に努めるものとする。

第12条 男女が互いの性を理解し尊重す

るとともに，妊娠，出産について相互の

意思が尊重されること及び生涯を通じた

男女の健康に配慮されるよう，市は，教

育と啓発に努めるものとする。

(情報の収集及び分析) (情報の収集及び分析)

第13条 市は，男女共同参画の推進に関す

る施策を効果的に実施するため，必要な

情報の収集及び分析を行うものとする。

第13条 市は，男女共同参画の推進に関す

る施策を効果的に実施するため，必要な

情報の収集及び分析を行うものとする。

(年次報告) (年次報告)

第14条 市長は，男女共同参画計画に基づ

く施策の推進状況を明らかにする年次報

告書を作成し，これを公表しなければな

らない。

第14条 市長は，男女共同参画計画に基づ

く施策の推進状況を明らかにする年次報

告書を作成し，これを公表しなければな

らない。

(男女共同参画推進月間) (男女共同参画推進月間)

第15条 男女共同参画の推進について，市

民及び事業者の関心と理解を深めるとと

もに，男女共同参画の推進に関する活動

が積極的に行われるようにするため，男

女共同参画推進月間を設けるものとす

第15条 男女共同参画の推進について，市

民及び事業者の関心と理解を深めるとと

もに，男女共同参画の推進に関する活動

が積極的に行われるようにするため，男

女共同参画推進月間を設けるものとす
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る。 る。

2 前項の男女共同参画推進月間は，毎年1

1月とする。

2 前項の男女共同参画推進月間は，毎年1

1月とする。

(市民及び事業者の自主的な活動の支援) (市民及び事業者の自主的な活動の支援)

第16条 市は，市民及び事業者が行う男女

共同参画の推進に関する活動を支援する

ため，情報の提供その他必要な措置を講

ずるものとする。

第16条 市は，市民及び事業者が行う男女

共同参画の推進に関する活動を支援する

ため，情報の提供その他必要な措置を講

ずるものとする。

(市民及び事業者の理解を深めるための

措置)

(市民及び事業者の理解を深めるための

措置)

第17条 市は，男女共同参画の推進につい

て，市民及び事業者の理解を深めるため，

広報活動等その他適切な措置を講ずるも

のとする。

第17条 市は，男女共同参画の推進につい

て，市民及び事業者の理解を深めるため，

広報活動等その他適切な措置を講ずるも

のとする。

(推進体制の整備) (推進体制の整備)

第18条 市は，男女共同参画の推進を図る

ために必要な推進体制の整備に努めるも

のとする。

第18条 市は，男女共同参画の推進を図る

ために必要な推進体制の整備に努めるも

のとする。

(積極的改善措置の実施) (積極的改善措置の実施)

第19条 市は，男女共同参画の推進のた

め，市の人事管理及び組織運営並びに政

策決定の機会等において，積極的改善措

置を講ずるよう努めるものとする。

第19条 市は，男女共同参画の推進のた

め，市の人事管理及び組織運営並びに政

策決定の機会等において，積極的改善措

置を講ずるよう努めるものとする。

2 市は，男女共同参画の推進のため，附

属機関(地方自治法(昭和22年法律第67

号)第138条の4第3項の規定に基づく附属

2 市は，男女共同参画の推進のため，附

属機関(地方自治法(昭和22年法律第67

号)第138条の4第3項の規定に基づく附属
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機関をいう。)その他これに準ずるものに

おける委員の任命又は委嘱に当たって

は，積極的改善措置を講ずるよう努める

ものとする。

機関をいう。)その他これに準ずるものに

おける委員の任命又は委嘱に当たって

は，積極的改善措置を講ずるよう努める

ものとする。

(苦情等の処理) (苦情等の処理)

第20条 市民又は市内に通勤し，若しくは

通学する者は，男女共同参画の推進に関

する施策若しくは男女共同参画の推進に

影響を及ぼすと認められる施策について

の苦情又は相談その他の意見(以下「苦情

等」という。)を市長に申し出ることがで

きる。

第20条 市民又は市内に通勤し，若しくは

通学する者は，男女共同参画の推進に関

する施策若しくは男女共同参画の推進に

影響を及ぼすと認められる施策について

の苦情又は相談その他の意見(以下「苦情

等」という。)を市長に申し出ることがで

きる。

2 市長は，前項の規定による苦情等の申

出があったときは，関係機関との連携を

図り，適切かつ迅速に対応するものとす

る。

2 市長は，前項の規定による苦情等の申

出があったときは，関係機関との連携を

図り，適切かつ迅速に対応するものとす

る。

第3章 取手市男女共同参画審議会 第3章 取手市男女共同参画審議会

(設置等) (設置等)

第21条 市長の諮問に応じ，男女共同参画

の推進に関する基本的かつ総合的な施策

及び重要事項を調査審議するため，取手

市男女共同参画審議会(以下「審議会」と

いう。)を置く。

第21条 市長の諮問に応じ，男女共同参画

の推進に関する基本的かつ総合的な施策

及び重要事項を調査審議するため，取手

市男女共同参画審議会(以下「審議会」と

いう。)を置く。

2 審議会は，次に掲げる事項に関して調

査審議するとともに，必要に応じて市長

に対し建議することができる。

2 審議会は，次に掲げる事項に関して調

査審議するとともに，必要に応じて市長

に対し建議することができる。
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(1) 男女共同参画計画の策定及び変更

に関すること。

(1) 男女共同参画計画の策定及び変更

に関すること。

(2) 前号に掲げるもののほか男女共同

参画の推進に関する施策の基本的事項

及び重要事項に関すること。

(2) 前号に掲げるもののほか男女共同

参画の推進に関する施策の基本的事項

及び重要事項に関すること。

(組織) (組織)

第22条 審議会は，委員15人以内をもって

組織する。

第22条 審議会は，委員15人以内をもって

組織する。

2 前項の委員のうち，男女のいずれか一

方の委員の数は，同項に規定する委員の

総数の10分の4未満であってはならない。

2 前項の委員のうち，男女のいずれか一

方の委員の数は，同項に規定する委員の

総数の10分の4未満であってはならない。

3 委員は，次に掲げる者のうちから市長

が委嘱する。

3 委員は，次に掲げる者のうちから市長

が委嘱する。

(1) 男女共同参画の推進に関し優れた

識見を有する者

(1) 男女共同参画の推進に関し優れた

識見を有する者

(2) 関係機関又は団体から推薦を受け

た者

(2) 関係機関又は団体から推薦を受け

た者

(3) 市民 (3) 市民

(任期) (任期)

第23条 委員の任期は，2年とする。ただ

し，補欠の委員の任期は，前任者の残任

期間とする。

第23条 委員の任期は，2年とする。ただ

し，補欠の委員の任期は，前任者の残任

期間とする。

2 委員は，再任されることができる。 2 委員は，再任されることができる。

第4章 雑則 第4章 雑則

(委任) (委任)
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第24条 この条例に定めるもののほか，こ

の条例の施行に関し必要な事項は，規則

で定める。

第24条 この条例に定めるもののほか，こ

の条例の施行に関し必要な事項は，規則

で定める。

付 則 付 則

(施行期日) (施行期日)

1 この条例は，公布の日から施行する。 1 この条例は，公布の日から施行する。

(経過措置) (経過措置)

2 この条例の施行の際現に策定されてい

る取手市基本計画女と男ともに輝くとり
ひと ひと

でプランについては，第9条第1項に規定

する男女共同参画計画を策定するまでの

間，同項の男女共同参画計画とみなす。

2 この条例の施行の際現に策定されてい

る取手市基本計画女と男ともに輝くとり
ひと ひと

でプランについては，第9条第1項に規定

する男女共同参画計画を策定するまでの

間，同項の男女共同参画計画とみなす。

付 則

この条例は，令和４年４月1日から施行

する。


